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ある校長 の 職員室にお け る振る舞い 方

肥 田武 （名古屋大学大学院）

1．背景

　文部科学省 の 「平成 22 年度 教育職員 に 係 る

懲 戒処分等の 状況に っ い て 」 に よる と，公 立学

校教員 919，093人 の うち，病気休職者 は 8，660

人 （全体 の 0，94％）， うち精神疾 患 に よ る休職

者 は 5，407人 （全体の 0．59％）に上 る。病気休

職者数に 占め る精神 疾患 による休 職者数の 割

合 は 62．4％で あ る 。
こ れ らは 平成 5 年度の 数値

か ら，ほ ぼ
一

貫 して 増え 続 け て 2倍 以 上 にもな

る こ とか ら，そ の 深刻 さが 叫ばれ て い る 。

　と こ ろ で 日本 の 教員文化 の 特徴 と して ，イ ン

フ ォ
ー

マ ル な交流 の 多 さや ， 和 の 重視 とい っ た

協働 の 姿勢 が 指摘 され て きた （久冨 1988，1994，

稲垣 ・久 冨 1994）。こ れ は 「同僚性 」 と して 再

認識 され，そ の 創生が個 人 主義的 な欧米教師社

会 の 課題 ともな っ て い る （油布 2007，p ．184）。

こ の 同僚性 が教師の ス ト レ ス を軽減す る こ と

はよ く言及 され る
i。同僚が 日常 的に会話 の相

手 となる こ とで，喜びや 苦 しみ を分か ち合い な

が ら，連 帯 して働 く こ とが で きるか らだ ろ う。

　今津 ・田 川 （2000）は 愛知県 の 公 立 小 中学校

教員を対象に ，教員ス トレ ス と 「教員間連携 」

と の 関連にっ い て 統計的調査 を行 っ た。結果 と

し て教員 間連携が バ ーン ア ウ トの 緩和装 置 と

な りうる こ とを明らか に し た。バ ー
ン ア ウ ト傾

向を低 く抑 え られ る か 高 め て し ま うか の 境界

は ，同僚の サポー
トを得 られ る か 否 か と，同僚

に 自己 の 意見 を言え る か否か が隔 て る とい う。

　以上 の よ うに，深 く問題視 されて い る教員 ス

トレ ス を同僚性が 軽減 し うる こ とは 先行研究

で 明 らか にされ て きた 。 し か しなが ら今 日的に

は新た な問題が もちあが っ て い る。 油布 （1994〕

に よ る と 「共 同態的紐帯 の 弱ま り」 とい う社会

変動が 生み 出すプライ バ タイ ゼ ー
シ ョ ン が 日

本 の 教員 文 化 に も 浸透 し て い る の で あ る

（pp．366−368） il
。 これは すなわちス トレ ス の

緩 衝機能を 果 た すは ず の 同僚性 の 弱体化 を意

味する。ゆえ に教員 は直に ス トレ ス に さらされ

続け る こ とになる。冒頭 に述 べ た病気休職者数

の 増加 はそ の結果だ とも考えられ よ う。

　プ ライ バ タイゼ ー
シ ョ ン の よ り重 要な論点

は ， 伝 統か ら離脱 し た人々 が 「それ に代わ るい

かな る新 しい 行為様式 ・価値 を生み 出す か 」に

あ る と 油布 は 述 べ る （pp，370−371）。 し たが っ

て今津 ・
田 川 （2000） も指摘す る よ うに，「教

員 共同体解体後 」 の 「新たな連携関係 の 模索 と

構築」 こ そが，ス トレ ス 問題 に直面す る 日本 の

教員文化 の 喫緊 の 課題 で あ ろ う。

2 ．目 的

　 「教師に と っ て 居心 地 の 良い 職 員室 づ く り」

をモ ッ ト
ー

に学校経営 に取 り組 む，0 県 P地 区

の 公 立 Q小学校 に勤め る A校長の 実践 「i「
に焦 点

を当 て ，Q 小学校 に お ける職員 間 の 連 携関係の

あり方 と構 築 プ ロ セ ス を考察する 。

3．方法

　20ZZ年か ら 0 県 P地 区 の 公 立 Q小 学校 に て ，

週 2 日の 頻度で フ ィ
ー

ル ドワ
ー

ク を行 っ て い

る。調査対象は児童 で は なく教員で ある。職 員

室 を中心 に校内 の 様子 を観察 して フ ィ
ー

ル ド

ノーツ を つ け て い る。ま た A 校長 に対 し て は 定

期的に，他 の 教員 に対 して は 必 要 に応 じ て ，イ

ン タ ビ ュ
ー

を行 っ て録音し，逐語録化 して い る 。

　本報告 に際 して は，職員 室 の 様子 を 2 日間撮

影 し た ビデオ を第 1デ ー
タ と し，A 校長を中心

とす る職 員間相 互行為の ミ ク ロ な分 析 を行 っ

た 。 また蓄積され た フ ィ
ー

ル ドノ
ー

ツ とイ ン タ
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ビ ュ
ー

逐語 録 を第 2 デー
タ として 解釈 に活 か

した 。 さらに A校 長が以前 に勤め て い た R 島の

S 中学校が 19WW年に 出版 し た実践記 録を第 3

デー
タ と し て

，
よ りマ ク ロ な分析 を行 っ た

iv
。

4，フ ィ
ー

ル ドの概要

　 Q小学校がある市町村は P地 区 の 中央に位置

す る人 口 30，000人程度 の 街 で ある。学校 の 立

地 は ，そば に鉄道 の 駅が あ る だけ で な く ， 幹線

道路に も面 し て お り，田舎 と い うわ け で は ない 。

しか し 田 畑や昆虫等の 自然 も豊か に残る。

　職員室 の 様 子は和気藹々 として お り，A校長

は団欒の 中心 に い る こ とが 多い。

　 当該地 区 の 教 員 に対 して P 地 区 の 教員組 合

が 20XX年 と 20YY年に行 っ た調査 に よ る と ，
「仕

事上 の 疲れや ス トレ ス 」とい う項 目に 対する回

答結果は以 下 の と お りで ある。

表 1 仕事上 の 疲れや ス トレ ス （P 地 区）

P 地 区

全体

い つ も

感 じ る

時 々 感

じ る

殆 ど感

じ な い

全 く感

じない

20XX年 47．3％ 43．5％ 8．5％ 0，7％

20YY年 47．1％ 43．4％ 8．9％ 0．6％

回 答 人数 （20XX年 ：3，277人 ，20YY年 ：2292 人）

　 A校 長 の 職 員室 で の 振 る舞 い 方 と，それを起

点 に遂行 され る職員間相互行為の 形式 に 特徴

が ある。

　そ れ を成 り立 た せ て い る背景 には A 校長 特

有 の ラ イ フ ス ト
ー

リ
ー

に 支 え られ た カ リス マ

性が あ り，さらに そ の 背景に は A 校長が以前に

勤め て い た R 島 S 中学校の 文化 がある。

　以上が居 心地 の 良い 職員室 が実現 し，教員 の

連 携関係を生 み 出し て い る 。 詳細 は当 日 に示す 。
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i
同僚性がもつ 機能は教師の専門性 開発 とス

トレ ス 軽減の 2 側面 か ら，そ の 順機能 と逆機能

とに 分けて 下表の よ うに 整 理 で きよ う。 なお本

報告で は と りわけス トレ ス 軽減の順機能に 焦

点を当て る。

専門性 開発 ス トレ ス 軽減　Q小学校 の 教員 に対 して 20ZZ年 に同 じ質問

を した際 の 回答結果は以下 の とお りで あ る 。

表 2 仕事上 の疲れ や ス トレ ス （Q 小学校）

順機能
同僚の 支援に よ

る力量向上

同僚 の 支え に よ

る ス トレ ス 軽減

Q 小 学

校

い つ も

感 じ る

時 々 感

じ る

殆 ど感

じ な い

全 く感

じ ない

逆機能

同僚 へ の 依存に

よ る 自立性低下

同僚 の 同調圧 力

に よ る ス トレ ス

増加

20ZZ年 29．4％ 35．3％ 35．3％ 0％
ii ア

治 は 伝 紡 か らの 解静 に 上 る個 人の ‡体桝：

　 　　　 　　 　 回答人数 （Q 小学校 の 教員全 員）

　以上 の よ うに Q小学校の 教員が ス ト レ ス を

感 じ て い る割合は P地 区全 体の 教員 と比 べ て

明 らかに低 い 。

　 こ の こ とか ら A 校長 によ る学校 経営は教 員

の ス ト レ ス を 軽減す る こ と に奏功 し て い る と

考え られ る。

5．結果

11
こ れ は伝統か らの 解放に よ る個人 の 主体性

の 確 立 とい う側面 で は肯定的に評価 され る
一

方 で ，伝統 の 喪失 に よる不安や意味欠如感やア

ノ ミ
ー

とい う側面 では否定的にも評価 され る

（油布 1994，pp．368−369）
iii

　 A 校長の掲げ るモ ッ ト
ー

はあ くま で も学校

経営の 手段で あ っ て 目的で は ない 。
「居心地 の

良い 職員室 があれば教師は 気持ちよ く働ける 。

教師が気持ちよ く働 ければ子 どもは気持ち よ

く成長 で き る。これ が 目的。」 と A 校長は 語 る。
iv

以 上 の データ採取 と取扱に 関 して は，研究

倫理 に 配慮 し，A 校長を中心 とする Q小 学校 の

教員た ちの 同意を得て あ る。
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